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行場次朗先生
は
心理学、
とりわけ
知覚・認知
の
領域
に
大
きな
足跡
を
残
された
。膨大
な
業績
は
百花繚乱
の
多
彩
さを
誇
り
、
いずれも
斬新
な
視点
と
着実
な
手続
きに
立
脚
したものである
。二〇一九年三月 定年
でご
退職
さ
れるにあたり
、行場先生
の
業績
と
学風
の
一端
をご
紹介
させていただきたい
。
　　
ご経歴
行場先生
は
、一九五四年、塩竃市
でお
生
まれになっ
た
。名門・仙台第一高校
のご
出身
である
。一九七六年
に
東北大学文学部哲学科心理学専攻
をご
卒業
してその
まま
大学院
に
進学
され
、一九八一年
に
東北大学文学研
究科博士課程後期心理学専攻
を
満期退学
して
東北大学
文学部心理学講座
の
助手
になられた
。
一九八二年
に
信州大学人文学部心理学講座
に
助手
と
して
転出
され
、翌年
には
助教授
に
昇任
された
。
ここで
一一年間
お
勤
めになり
、一九九三年、九州大学文学部
心理学講座
に
助教授
として
赴任
され
、同年、博士︵文
学︶
の
学位
を
取得
された
。五年間
の
福岡生活
の
後、
一九九八年
には
、東北大学文学部心理学講座
に
舞
い
戻
り
、助教授
として
着任
された
。二〇〇〇年四月、東北
大学大学院文学研究科
に
配置換
となり
、二〇〇二年
に
は
東北大学大学院文学研究科人間科学専攻心理学講座
の
教授
に
昇任
された
。二〇一八年四月
からは
東北大学
ヨッタインフォマティクス
研究
センターの
副
センター
長
を
併任
されている
。
そして
二〇一九年三月、
めでた
くご
定年
の
日
を
迎
えるに
至
った
。
塩竃・仙台・信州・福岡、
そしてまた
仙台
と
、酒
ど
ころばかりを
巡
る
形
になったわけであるが
、行場先生
行場次朗先生の業績と学風
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にとっては
、幸運
な
偶然
だったと
思
われる
。
学外
においては
、多
くの
学会
の
役員
を
歴任
されて
いる
。
たとえば
日本認知心理学会
は
、二〇一二年度
から
二〇一四年度
まで
理事長
をつとめられている
。日
本基礎心理学会
は
二〇〇五年度
から
昨年
に
至
るまで
、
常務理事
として
会
の
運営
を
取
り
仕切
って
活躍
されて
いる
。国際学会
については
、
???????????????
??????????
????
??
???????
???????
???????????
???????????
のプログ
ラム
委員
を
二〇〇五年度
から
現在
に
至
るまで
担当
し
ている
。第三一回国際心理学会議︵
??
?
???? ︶
では
、
実行委員広報委員長
として
活躍
し
、九五
か
国
から
約
八〇〇〇名
を
招
く
成功
の
立役者
となった
。
また
、日
本基礎心理学会第二七回大会︵二〇〇八年︶ 、日本認知科学会第二九回大会︵二〇一二年︶ 、日本顔学会第一八回大会︵二 一三年︶ 、日本認知心理学会第一二回大会︵二〇一四年︶ 、日本心理学会第八二回大会︵二〇 年、後述︶
と
、数多
くの
学術大会
で
、大会
長
の
重責
を
果
たされたことは
特筆
に
値
する
。
しかし
、
ご
本人曰
く
、最
も
大変
だったのは
、東日本
大震災
の
年
に
事務局長
をされた
第一二回国際多感覚研
究
フォーラムだったという
︵
行
場
?????? ︶ 。震災
の
影
響
で
当初予定
されていた
仙台国際
センターが
使
えなく
なってしまった
。原発事故
の
影響
で
、東北地方
に
海外
のお
客様
をお
招
きすることは
難
しい
。
そこで
急遽、福
岡
の
会場
を
確保
し
、二〇一一年一〇月
の
学会開催
を
実
現
したのである
。
このご
活躍
を
、半壊
したご
自宅
の
庭
で
野外炊飯
をしながら
行
ったのであるからただごとで
はない
。多少規模
が
大
きかろうが
、普通
の
学会
の
開催
程度
では
、
もはや
行場先生
の
負担感
の
閾値
に
達
するこ
とはでき のである
。
また
、二〇一二年
に
日本学術会議
の
連携会員
となっ
たが
、二〇一七年
からは
日本学術会議会員
となって
、
活躍
の
幅
をさらに
拡大
されている
。
このように
、学内外
でご
多忙
を
極
めながらも
、行場
先生
は
研究・教育
に
格別
の
足跡
を
残
された
。以下
では
その
一端
をご
紹介
したい
。
　　
パター ン認知
視覚的
ファントム
現象︵
?
???????
??????
︶
とは
、視
野内
の
欠損
した
情報
が
補
われ
、
あたかも
欠損
がないか
のような
知覚
を
生
み
出
す
視覚的補完現象
である
︵図１
参照︶ 。
行場先生
はこれを
題材
にして
線形
システム
分析
を
適用
した
心理物理学的実験
を
数多
く
行
い
、視覚的補
完現象
を
視覚系
の
空間周波数
への
応答特性
の
観点
から
三123
検討
した
。
その
成果
は
、視覚科学・視覚心理学
におけ
るトップクラスの
学術専門誌
に
数多
く
発表
されてい
る
︵例
えば
、
?
????????????
行
場
?????????
?????????????
?
???????
?????????
??
???????????????
??
????????
??????
????????
??
???????????????
????????
??
?????????? ︶ 。
高空間周波数
チャンネル
・低空間周波数
チャンネル
と
、脳神経系
における
大細胞系・小細胞系
を
対応付
け
て
視覚機能
を
理論的
に
分析・考察
していく
行場先生
の
研究
スタイルは
、現在
の
日本
における
視覚研究
のスタ
ンダードになっている
。
さらには
、日常生活
の
中
にあまねく
存在
する
物体
の
視覚情報
が
階層構造
をもつことに
着目
し
、階層構造
の
全体
や
部分
にどのように
注意
を
配分
するかを
測定
する
ことで
個々人
の
注意機能
の
特性
を
捉
える
複合数字抹消
検査︵
?
??
???????
??????
?????????
??????
?
?
?
︶
を
作成
した
︵
行
場
・
大
橋
?????? ︶ 。
これは
現在市販
され
、心理
学
の
広
い
領域
で
活用
されている
。
　　
顔の認知
上述
のような
精力的
なパターン
認知研究
の
中
で
培
われた
実験心理学的
なアプローチは
、顔認知
へと
展開
した
。顔認知研究
は
、一九七〇年代
に
英国
で
萌芽
し
世
界的
に
広
がり
、今日
では
心理学
の
重要
テーマとなって
いるが
、行場先生
は
日本
で
最
も
早
く
顔研究
を
開始
した
研究者
の
一人
である
︵
?
???????
???
??????
??
??????
???
???? ︶ 。中
でも
顔表情
データベースの
作成
および
初期
視覚野
の
細胞
の
受容野
の
形
を
表
すガボールフィルター
を
用
いて
顔画像
から
表情情報
を
抽出
する
方法
の
提案
︵
?
???????
???
???????
??
???????
??
?????????? ︶
は
、
国際的
に
極
めて
高
い
評価
が
得
られており
、一六〇〇件
を
超
える
引用
がなされている
。
この
他、表情認知
にお
ける
文化差・動的成分
の
影響
やアレキシサイミア
︵失
? ??? ????????????????????????????
??????????????????????
??????????????????????
????????????
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感情症︶
の
表情認知
における
特異的
な
脳活動
を
?
?
?
︵
?
?????????
?
????????
??
??????? ︶
で
捉
えた
研究
も
広
く
知
られている
︵
?
??????
????????
???????
??
??????
?
????
????
????????????????
???????
??
?????????? ︶ 。
　　
感性
行場先生
は
、
やや
現実
の
生活
と
無縁
に
感
じられる
幾何学的
な
対象
の
心理物理学的研究
を
行
うのみなら
ず
、現実
の
事物
が
喚起
する
感性
イメージを
探求
する
感性心理学的研究
にも
積極的
である
。前述
の
顔、
そ
して
絵画作品
や
言語等、種々
の
対象
の
感性印象
をア
ウェアネス
︵
?
?
??????? ︶
とクオリア
︵
?
????? ︶
とい
う
二次元
で
理解
するフレームワークの
提供
は
、極
め
て
新規性
が
高
いものである
︵
行
場
????????????? ︶ 。
また
、
セマンティック
・
ディッファレンシャル
法
︵
?
??
???????
???????????????????? ：
?
?
法
︶
を
用
いて
精力的
に
種々
の
感性
イメージを
測定
し
、
さらには
?
?
法
を
発展
させたモダリティ
・
ディファレンシャル
法
︵
?
?????????
???????????????????? ：
?
?
法︶
の
考案︵
鈴
木
??
行
場
??
山
口
??
川
畑
??
小
松
?????? ︶ 、
?
??
?
︵
?
????
???????
????
??????????? ︶
や
??
?
? ︵
????????????
????????
?
???????????
????? ︶
による
感性
イメージを
表現
する
脳
内基盤
の
解明等︵
?????
??
?
???
????????
???????
??
???????
????????????
?
????
??
???????
??
????????
????????
????????
??
?????
????
??
?????????? ︶ 、心理学
に
留
まらず
、官能
評価
の
領域
にも
、
その
貢献
は
波及
している
。
　　
多感覚統合
高度
なマルチメディア
情報通信技術
の
普及
に
伴
い
、
並列的
に
入力
される
視覚・聴覚・触覚等
の
多感覚情
報
が
統合
される
、
マルチモーダル
現象
が
注目
されて
いる
。行場先生
の
研究
は
視覚
を
中心
として
展開
され
てきたが
、
これを
受
けてマルチモーダル
現象
に
関
す
る
研究
に
着手
し
、国際的学術専門誌上
で
次々
と
発表
した
︵例
えば
、
?
????????
????????
????
??????
???????
?
??????????
???????
????????
???
????????????
??
?????
?
??
?????????????
????
??????
???????
????????
??
??????
???????
????????
???
??
?????????????
????????
???
??
??????
?
??
????
????????? ︶ 。
さらには
、感性心理学的実験
に
よって
、
マルチメディアコンテンツでよく
取
り
上
げら
れる
﹁臨場感﹂
の
解明
を
行
った
。
そして
、
コンテンツ
の
核心
となる
対象
や
事象
の
本物
らしさに
対応
する
感性
としての
﹁迫真性﹂
を
提案
するに
至
った
︵
行
場
・
寺
本
??
??????
行
場
?????? ︶ 。行場先生
が
提言
する
﹁臨場感﹂
と
五125
﹁迫真性﹂双方
への
配慮
は
、将来
の
情報通信技術
の
鍵
となり
、当該技術
を
受容
する
人々
の
活力
に
溢
れる
生活
の
実現
につながるものと
期待
される
。
　　
結び
行場先生
のお
人柄
は
、次朗
の
名
が
表
す
通
り
、朗
ら
かである
。難局
に
当
たっても
渋
い
顔
を
見
せずに
、朗
らかに
笑
いながら
乗
り
切
ってしまう
。
たとえば
、約
三〇〇〇名
の
日本心理学会員
を
仙台
に
迎
えた
第八二回
日本心理学会
の
大会長
をお
引
き
受
けになったときも
、
アハハと
笑
って
乗
り
切
ってしまった
。
この
笑
いのおか
げで
、我々
スタッフも
、
なんだか
大
したことがないよ
うな
気
になって
、
いつの
間
にか
無事終了
してしまっ
た
。また
、
その
世界的
な
業績
から
、研究室
の
同窓会
で
ある
﹁心理学研究室同窓茶話会︵略称・茶話会︶ ﹂
で
は
、 ﹁世界
の
行場﹂
という
通
り
名
で
通
っている
。
その
一方
で
、地元
の
宮城県
や
研究室
など
、目
の
前
の
小
さな
世界
に
対
する
愛着
は
強
く
、 ﹁宮城
の
行場﹂ 、 ﹁茶話会
の
行場﹂
と
呼
びたくなるほどである
。行場先生
は
、上記
の
日本心理学会
のポスターのど
真
ん
中
に
﹁
ございん
﹂
という
歓迎
の
意
を
表
す
宮城弁
を
大
きく
据
えた
。
これは
京都大会
の
﹁
おいでやす
﹂
に
対抗
したものであった
。
﹁
ございん
﹂
とはどういう
意味
か
、数多
の
来場者
から
何回
も
繰
り
返
し
尋
ねられた
。
ネイティブスピーカーで
はないものの
、宮城弁
を
聞
きなれた
私
には
問
われる
理
由
がわからなかったが
、来場者
には
想像
を
超
えるイン
パクトがあったようだ
。三〇〇〇名
の
参加者
は
、
この
宮城弁
を
一生忘
れられないほど
強力
に
記銘
したはずで
ある
。
﹁茶話会
の
行場﹂
としては
、茶話会
が
発行
する
﹃学
友消息﹄
において
、
お
人柄
が
偲
ばれる
新作錯視
を
紹介
し
続
けてきたことに
触
れないわけにはいかない
。図
２
は
、行場先生作
の
錯視
である
︵
?
????????????
行
場
??
????? ︶ 。
学友消息
の
文章
には
次
のような
説明
が
加
えられて
いる
。 ﹁豊
に
﹁土﹂
に
囲
まれ
、 ﹁人﹂
の
数
が
少
ない
﹁昔
の
人社会﹂
は
輪郭
が
際立
ってはっきり
見
えます
。
これ
に
対
し
、人口
が
多
くて
地面
がほんの
少
ししか
見
えない
﹁今
の
人社会﹂
は
、
ポップアウトせずに
、
じっと
見
て
いると
土
の
部分
まで
人
で
埋
め
尽
くされてしまいます
。
人間
は
生物
の
進化
プロセスを
逸脱
して
増殖
し
、自然
と
対峙
する
存在
とも
考
えられておりますが
、視覚心理学
的
に
見
ても
逸脱特徴
から
﹁人﹂
が
構成
されていること
は
、非常
に
示唆的
であると
思
います
。 ︵
行
場
??????? ︶ ﹂
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⋮厳密
な
知
覚心理学
が
もたらした成果
を
、味
わい
深
い
教訓
として
自
ら
読
み
直
す
懐
の
深
さ
は
、
いかに
も
行場先生
らしい
。
そ
して
世界的
学術誌
で
発
表
されるレ
ベルの
錯視
を
、毎年、
学友消息
で
同窓生
に
惜
しげもなく
発表
し
続
けたことは
、 ﹁世界
の
行場﹂
が
﹁茶話会
の
行場﹂
と
矛盾
なく
直結
していることの
証左
である
。
なお
、我
が
研究室
は
伝統的
にお
酒
を
好
んで
嗜
む
教
員
を
輩出
してきたが
、行場先生
はその
正統後継者
であ
る
。宮城
のお
酒、
それもやや
癖
の
強
いお
酒
がお
好
みで
ある
。私
が
大学三年生
で
研究室
に
入
ったとき
、行場先
生
は
入
れ
違
いで
信州大学
に
赴任
された で
、学生時代
の
接点
はない
。
しかし
、数々
の
行場伝説
が
語
り
継
がれ
ていたので
、
お
会
いしないうちからよく
知
っていた
。
その
伝説
はお
酒
にまつわるものが
多
く
、 ﹁世界
の
行
場﹂
とは
異
なる
印象
を
私
に
植
え
付
けた
。
行場先生
の
指先
が
叩
くキーボードが
発
する
信号
は
、
確
かに
世界
とつながっている
。
しかしその
指
は
、学生
に
採
って
来
させた
蕗
の
薹
を
揚
げる
菜箸
を
操
ることもあ
るし
、作業場
の
電気
ドリルで
工作
をすることもある
。
もちろん
、徳利
や
杯
を
持
つこともある
。世界
と
徳利
が
共存
する
振
れ
幅
の
大
きさが
、行場先生
の
奥行
きとなっ
ている
。
行場先生
は
、東北大学
ご
退職後 尚絅学院大学
にと
ころを
替
えて
研究生活
を
継続
されるとのこと
。研究室
一同、益々
のご
活躍
を
祈
っております
。
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